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【ＡＩネットワーク社会推進会議】 

第７回（平成 29年 10月 19日） 

○ 事務局からの説明 

 今後の検討体制並びに検討事項及び検討の進め方等について 

 国際的な議論及び海外の議論の動向 

○ 構成員からの御発表 

 中川 幹事 「ＡＩネットワークの利用環境の展望」 

 西田 幹事 「選択肢としての人工知能」 

 

第８回（平成 29年 12月 19日） 

○ 事務局からの説明 

 国内外の動向及び国際的な議論の動向 

○ 構成員からの御発表 

 金井 構成員 「AI and SocietyとBeneficial AI Tokyoのご報告」 

 中西 構成員 「ＡＩを取り巻く現状とその進展」 

 岩本 構成員 「ＡＩ利活用の論点」 

 遠藤 構成員 「ＡＩ利活用について」 

 金井 構成員 「ＡＩスタートアップと社会」 

 キーナン 構成員（代理：久世 日本(株)執行役員 最高技術責任者） 「ＡＩの利活用促進に向けて」 

 平野（拓） 構成員（代理：榊原 日本マイクロソフト(株)執行役員・最高技術責任者） 

「Microsoft Researchの最新ＡＩ研究のご紹介とＡＩ普及に向けて検討すべき課題」 

 Pointer 構成員（代理：杉原 グーグル合同会社執行役員） 「Promoting the Utilization of ＡＩ」 

 山本 構成員（代理：原 富士通(株)執行役員） 「ＡＩの利活用促進に向けた富士通の取り組み」 

 木村 構成員 「消費者から見たＡＩの利活用について」 

 長田 構成員 「ＡＩ・ＡＩネットワークと消費者」 

 

第９回（平成 30年５月 31日） 

○ 事務局からの説明 

 国内外の動向及び国際的な議論の動向 

 報告書2018（案） 

 

 

                             
1 報告書 2017以降のＡＩネットワーク社会推進会議の開催状況を示している。 

別紙７ 



第 10回（平成 30年７月 11日） 

○ 事務局からの説明 

 国内外の動向及び国際的な議論の動向 

 意見募集の結果 

 報告書2018（案） 

 

 

 

【合同会合】 

 環境整備分科会・影響評価分科会 合同分科会 第１回（平成 29年 11月６日） 

○ 事務局からの説明 

 今後の検討体制並びに検討事項及び検討の進め方等について 

 国際的な議論及び海外の議論の動向 

○ 構成員からの御発表 

 久木田 構成員 「人工知能の倫理：何が問題なのか」 

 福井 構成員 「人工知能コンテンツの社会影響と知的財産制度」 

 湯淺 構成員 「ＡＩに関するセキュリティに対する法規制の可能性」 

 井上 構成員 「ＡＩ時代に日本は逆転できるか？－競争力強化と教育改革－」 

 

環境整備分科会・影響評価分科会 合同分科会 第２回（平成 29年 11月９日） 

○ 構成員からの御発表 

 河島 構成員 「メディア論ならびに情報倫理の視座からの論点検討」 

 山本（龍） 構成員 「憲法調和的なＡＩ社会は可能か？」 

 栗原 構成員 「ＡＩネットワークの社会浸透に向けたシナリオ」 

 林（秀） 構成員 「ビッグデータとＡＩをめぐる経済法からの論点」 

 クロサカ 構成員 「ＡＩネットワーク・エコシステム検討に向けた構成の考察」 

 林（雅） 構成員 「ＡＩネットワーク社会とエコシステム」 

 

環境整備分科会・影響評価分科会 合同分科会 第３回（平成 30年２月 21日） 

○ 事務局からの説明 

 国際的な議論及び海外の議論の動向 

○ 構成員からの御発表 

 江間 構成員 「IEEE Global Initiativeの活動について」 

 八田 構成員 「ＡＩと消費者保護 － 利用者の視点から」 

○ 事務局からの説明  

 ＡＩの利活用に関する検討 



 

環境整備分科会・影響評価分科会 合同分科会 第４回（平成 30年４月 26日） 

○ 事務局からの説明 

 国際的な議論及び海外の議論の動向 

○ 構成員からの御発表 

 大橋 構成員 「ＡＩ及びＡＩネットワーク化と競争政策・産業組織」 

○ 事務局からの説明  

 ＡＩネットワーク化が社会・経済にもたらす影響（分野別評価） 

 ＡＩネットワーク化の進展に伴い形成されるエコシステムの展望 

 ＡＩの利活用において留意することが期待される事項 

 ＡＩネットワーク化の進展に関する指標 

 『報告書2018』の骨子 

 

環境整備分科会・影響評価分科会 合同分科会 第５回（平成 30年５月 22日） 

○ 事務局からの説明 

 国際的な議論及び海外の議論の動向 

○ 構成員からの御発表 

 三部 構成員 「英国・ドイツ・フランスにおけるＡＩの利用活用等に関する動向調査」 

○ 事務局からの説明 

 ＡＩの利活用において留意することが期待される事項 

 教育・人材育成 

 報告書2018（案） 

 

環境整備分科会・影響評価分科会 合同分科会 第６回（平成 30年７月３日） 

○ 事務局からの説明 

 国内外の動向及び国際的な議論の動向 

 意見募集の結果 

 報告書2018（案） 

 

 

 


